


不安フィルター

いつのまにか深く沈んだ　あなたの手をつかみたかった
不安の海、漂うだけの　僕はもう知る由も無い

暗 く深い傷　今でもまだ疼く　何も見えない空　何も知らない心
落ちてく

目も開けられず怯えてた昨日の事は
も う忘れたい
僕だけの女神様　どこにいますか？　助けてください
救いの手を

誰も彼も同じよ うだ　不安の海、漂っている
つかめなかった　あの温もり　つかめたならどうなったろう

遠い未来の話　そんな ものは知らない　溺れかけの今は　わらにもすがりたい
溶けてく

崩れた砂の楼閣はもう元には戻りはしない
僕 だけの女神様　僕の道を照らしてください
どうか　どうか

目も開けられず怯えてた　昨日の事はもう忘 れたい
僕だけの女神様　どこにいますか？　助けてください



救いの手を



Digital winter

触れたいのに　届かない声
赤い光　灯さないように
そっと呟く　幼い言葉
繰り返して　でも届かない
触れたいのに　届かない声

今日もまたヒトリで帰る
星がやけに瞬いてる夜
暖かな季節はまだ巡ってこない
デジタルウィンター

触れたいのに　届かない声
赤い光　灯さないように
そっと呟く　でも届かない
触れたいのに　届かない声
触れたいのに　
フレタイノニ　フレタイノニ



メランコリック・ラブ

いつもの街が迷路みたい
近づく足音　急かさないで
流れに逆らうことは出来ない
飲み込まれてく　溶け込んでく

ど こかに置いてきた欠片
いつか見たことのある夢ね

メランコリック　ラブ　
胸に 刺さる棘は
このままでいい
こ れは証だからね
埋もれた声
決して振り返らずに
遠くで鳴いた鳥みたく
ひとり歌うの

曇り空 は晴れない

平気な振りをしても　だめね



こぼれる涙は止まらない
降り出した雨は　ひどく冷たい
こ ごえる鳥に　重たいしずく

ぽつり　落ちてきた雨粒が
ゆらす　水溜り　その音は

メランコリック　ラブ
とて も　やさしい響き
遠回りして 消えかけて
たどり着いたの
密やかな声をして私、歌うわ
こ の雨みたく　ささやかに
流れていくように

曇り空の歌を

メランコリック　ラブ
胸に　刺さる棘は
こ のままでいい
愛しい記憶だからね

メランコリック　ラブ
とても　やさしい響き
密やかな声　遠くまで
透 き通ってく

曇り空も好きなの

鳥もいつか羽ばたく


